
"Florio’s Montaigne: Editions, Census, Bibliography" について 

 

シェイクスピアとモンテーニュ研究の第一人者である（ワシントン州立大学名誉教授）

William M. Hamlin 先生が、モンテーニュの『随想録（エセ―）』の John Florio 英訳本

（*The Essayes*）の 17世紀フォリオ版３版（初版 1603年、第 2版 1613年、第 3版 1632

年、ロンドン刊行）の世界に現存する全フォリオ本の詳細な書誌情報を記載したウェブ

census（"Florio’s Montaigne: Editions, Census, Bibliography" ）を編集されました。 

 

昨年秋に一般公開されたこのウェブ census の書誌情報が、その後随時更新され、このほど

ほぼ完成しましたので、 日本フランス語フランス文学会会員の皆様にもご案内申し上げま

す。 

 

Florio’s Montaigne: Editions, Census, Bibliography 

https://www.florios-montaigne.org/ 

（各 edition のページで、A1 などの番号をクリックすると書誌情報が出てきます。たとえ

ば、大英図書館所蔵の A５はベン・ジョンソン所蔵本で、A６は有名な "Shakspere" の（偽

造？）署名入り本です。） 

 

なお、現在国内の大学図書館に所蔵が確認されているフローリオ英訳本の 17世紀フォリオ

版は、1603年の初版が 3冊（関西大学図書館所蔵の A43、明星大学図書館の A44と A45）、

1632年の第 3版が 1冊（神戸大学人文科学図書館の C74）の 4冊のみです。 

 

私が本プロジェクトの advisory boardの一員として、上記 4冊を閲覧調査しましたが、も

し国内の他の図書館などにこのモンテーニュ『随想録（エセ―）』のフローリオ英訳本の 17

世紀フォリオ版が所蔵されているのをご存じの方がいらっしゃいましたら、ご一報いただ

ければ幸いです。 

 

神奈川大学外国語学部英語英文学科  郷健治 

kenji-go@kanagawa-u.ac.jp 

 

Hamlin先生は、 

Montaigne's English Journey: Reading the *Essays* in Shakespeare's 

Day (OUP, 2013) 

Montaigne: A Very Short Introduction (OUP, 2020) 

Shakespeare and Montaigne (Edinburgh UP, 2022) 

などの編著者です。 
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